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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,ICC/IF 1:50-1:200

Calculated MW: 190 kDa; Observed MW: 190 kDa
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	RHO様タンパク質の活性を調節し、細胞外シグナルを細胞骨格活動に結びつける。GDP解離刺激タンパク質として作用し、RHO様GTPaseのGDP-GTP交換活性を刺激して活性化する。細胞外ラミニンシグナルを媒介してRac1を活性化し、神経突起の成長に寄与する。胎児海馬ニューロンのラメリポディア形成および成長円錐の発達に関与する。大脳皮質におけるニューロンの移動を促進する。過剰発現すると、変化した細胞膜に沿ってアクチンフィラメントが蓄積し、膜の波打ちを引き起こす。RAC1を特異的に活性化するが、CDC42およびRHOAは活性化しない。
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	TIAM2 抗体を使用した K562、293 溶解物中の TIAM2 のウエスタンブロット分析。

